
 
 

■東京支部活動の報告 
 

① 支部役員会を開催しました。 
 令和４ 年度の活動計画についての会議を行いました。コロナ対策には十分留意し オンライン会議 ・配信を活

用して 安全安心 な同窓会活動を行ってまいります。 

 

今後の支部予定 

４月23日(土)：代議員会開催 場所：書類郵送・オンライン会議  

５月14日：財団･柑芦会･理事会総会 場所：大阪 

５月○日：第２ ２ 回鎌倉歴史探訪歩こう会「 鎌倉殿 の １３人 」 ゆかりの地 

５月13日：春季ゴルフ会 場所：川崎国際生田緑地ゴルフ場 

７月 中旬 ：代議員会報告、支部総会＆懇親会案内状発送 業務委託） 

９月24日 ごろ 東京 支部総会＆懇親会 場所：損保会館 

１０月 現役学生との交流会（和大ホームカミングデー） 

 ※その他の予定は日程が決まり次第ご連絡致します。 

 

◆ 和歌山大学 ニュース 
 

① 第 1 3 4 回 わ だ い 浪 切 サ ロ ン の お 知 ら せ  
近年、K-POPや韓流ドラマ、韓国コスメ、韓国料理などのKカルチャーが世界で注目されています。 

韓国の人たちが歴史の流れの中で作り上げてきた「時代の雰囲気」が積み重なった今の「韓国的なセンス」が、い

まや世界中の人たちの心をとらえているのは興味深いことです。今回はKカルチャーの中でも特に歌謡にフォー

カスして、韓国近現代史の出来事と、その時を生きた人たちによって込められた感情などを考えます。 

関心がある方はどなたでもご参加いただけます。 

 

タイトル｜Kミュージックから韓国社会を読み解く−歌謡が映し出す近現代史と韓国の今− 

話題提供｜新保 朝子（しんぼ ともこ）さん（桃山学院大学国際教養学部 准教授） 

日  時｜2022年3月16日（水）19時〜20時30分 

お申し込みはコチラ http://www.wakayama-u.ac.jp/kii-plus/news/2022011500018/ 

 

②「紀州の山椒展」 和歌山大学が科学的に解説 

パネル展＆シンポジウム「紀州の山椒（さんしょう）展」が3月7日から、和歌山市民図書館（和歌山市屏風丁、

TEL 073-432-0010）で始まる。和歌山大学紀伊半島価値共創基幹食農総合研究教育センター（栄谷）と同館

の共催。和歌山県が全国の生産量の約6割を占める特産品のサンショウを科学的に知ってもらい、栽培農家の

高齢化など産地が抱える課題と新たな取り組みを紹介する。 

詳しくはコチラ https://wakayama.keizai.biz/headline/2035/ 

 

③コロナ禍にTwitter上で拡散したデマツイート、東大と和歌山大が調査 

東京大学と和歌山大学の研究チームが発表した論文「新型コロナウイルス感染症流行時におけるTwitter上の流

言訂正情報に関する分析」は、新型コロナウイルス感染症で起こったパンデミック時にTwitterに投稿された流言

を収集し分析した調査書だ。Twitterによる流言の拡散は、適切な情報共有を阻害し、情報受信者を誤った行動

に導き、さまざまな損失を与える場合がある。2019年11月に発生が確認された新型コロナウイルス感染症のパン

デミックで実際に発生した非常事態下（以下、コロナ禍と呼ぶ）においては、伝搬した流言をきっかけとし、食料品

や生活用品の買い占め、健康被害につながる誤った情報に基づく行動など、生活に影響を与えうる流言が

Twitter上に多数投稿されるなどの問題が生じた。 

 

▼ 詳細はこちら https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2202/08/news055.html 
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俳句の会「芦火」 第 697 号 令和4年 3月号 
 

創刊、昭和３８年、６００号以上を発行。会員約２０名が毎月投句、選句。上手下手を問わず俳句を楽しんでいま

す。紙と鉛筆と歳時記で、花鳥風月を楽しんでみてはいかがですか？ 

発行人： 山下勝様 経済学部 １４期 yama723@nifty.com 

「芦火」連絡先：〒862-0954 熊本市中央区神水 1-7-2-301 ＴＥＬ ：096-382-4767 
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◆ 和歌山関連 ニュース 
 

① 来年度も地域おこし継続 和歌山大学と和歌山ＦＢ 

和歌山大学が、さわかみ関西独立リーグの和歌山ファイティングバーズ（ＦＢ）と協力して、地域を活性化させる

プロジェクトに取り組んでいる。本年度のイベントとして経済学部の学生３人が企画した野球教室は新型コロナ

ウイルスの影響で中止になったが、来年度以降も計画を継続し、発展させるという。来年度以降は、和歌山大

教育学部のゼミが主体になってプロジェクトを引き継ぐ。 

 ＦＢの中田悦弘取締役は「学生たちの自由な発想に刺激を受けた。この取り組みを点で終わらせるのではな

く、学生を主体にして県全体に広げたい」と話している。 

詳しくはコチラ https://www.agara.co.jp/article/183063 

 

② 和歌山・由良で地域課題解決型事業活動プランコンテスト  

和歌山大学の経済学部生が「みかんサウナ」で最優秀賞を獲得 
同コンテストは、地場産業を活性化し安定した雇用創出・地域経済の浮揚を狙い、和歌山大学（和歌山市栄谷）

の協力を得て初開催した。「由良町の旅館の宿泊客を増やす」「由良町の海産物の売上高を増やす」の2テーマ

で昨年7月から10月まで学生のアイデアを募集したところ、全国8大学から39件の応募があった。 

 

▼ 詳細はこちら https://wakayama.keizai.biz/headline/2036/  

 

③熊野の観光開発へ共同研究 不動産開発会社と和歌山大 
不動産開発などを手掛ける「日本ユニスト」（大阪市西区）と和歌山大学は、大阪から熊野本宮大社（和歌山県田

辺市本宮町本宮）へと先人が歩いた道「熊野街道」の宿場町の再現や観光商品の開発を目指し、共同研究を始

めた。同社は昨年１０月、田辺市中辺路町高原の熊野古道沿いに、宿泊施設「ＳＥＮ．ＲＥＴＲＥＡＴ ＴＡＫＡＨＡ

ＲＡ（センリトリート タカハラ）」を開業。今年中に、古道近くの中辺路町近露、同市本宮町渡瀬、新宮市熊野川町

西にも宿泊施設を開業する予定。将来的には、大阪から熊野本宮大社までを約１０日間かけて歩くツアーを開催

する計画を立てている。 

 

▼ 詳細はこちら https://www.agara.co.jp/article/184372 

 

④「KIOI SPRING 2022 紀尾井桜テラス」開催！ 
この春、東京ガーデンテラス紀尾井町(東京都千代田区紀尾井町1番3号)では、「桜・紀尾井町駅」をテーマに、

江戸時代の宿駅（宿場町）をモチーフとして桜を楽しむ『KIOI SPRING 2022 紀尾井桜テラス』を開催。 

これにあわせて『紀尾井町』の由来の一つである、紀州・和歌山を感じられるイベントが開催されます！ 

【和歌山名産品展】 

和歌山の名産品を集めた販売会を開催！出展は日替わりなので来るたび新しい逸品と出逢えます。 

あわせて、きっと行きたくなる観光地や、ワーケーション、これからの働き方のご提案も！ 

和歌山好きはもちろん、少しでも興味がある方はこの機会にぜひ！ 

 

 開催日時：3月12日（土）～ 3月21日（月･祝）11:00 ～ 18:00 

 場  所：紀尾井プラザ（紀尾井テラス2 階「成城石井」前） 

https://www.tgt-kioicho.jp/feature/event/kioispring2022/index.html 

 

文・編  47 期 中川貴照 
 

柑芦会東京支部フェイスブック  

https://www.facebook.com/groups/325065827574556/ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-17-14 新宿シティ源ビル 5Ｆ柑芦会

東京支部柑芦会専用電話：03-3366-3680 平日 9:00～18:00 

土曜日：9:00～15:00 

共用 FAX：03-3369-3469 柑芦会東京支部宛と記載下さい。 e-mail：  tokyo@kourokai.org 
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